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現在のコンピュータで用いられているクロックは、シ

ステムの高速化や低消費電力化の妨げになりつつ

あります。非同期式回路は、グローバルなクロックを

一切用いないので、これらの問題を解決する可能性

を持ちます。このような可能性を秘めた非同期式回

路が、ＣＡＤツールにより容易に設計できるようになり

ます。

回路の仕様をＣ言語的な記述で表し、使用できる演

算器数等の制約を与えると、最適に近い非同期式回

路が自動的に生成できるようになります。また、得ら

れた非同期式回路を、通常の同期式FPGA (Field 

Programmable Gate Array) にマッピングし、容易に同

期式設計と回路性能や消費電力が比較ができるよう

になります。

非同期式回路用高位合成システム（NUTAS）のツールフロー
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